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意欲を高める教材の工夫 

協同して思考を高め、学級の知を創る 

 

思考の流れを意識した単元構成 

 

 

 

 

子どもの豊かな表現を大切にする 

 

■実践内容：  

理科の学習は、問題解決の活動そのものであると考えられます。問題解決の活動は、子どもに読解力を育て

ることと深く関係があり、本校では、ここ４年間、子どもにいかに読解力を育てるかをテーマに研究を進めて

きています。そこで大切なことは、この活動が、子ども主体で行われているかどうか。また、そこに関わる教

師の役割はどうあるべきかであります。 

本研究では、次に挙げる 2つの課題について実践研究を行ってきました。 

第一は、子どもたちが主体的に学習する場面を意識した単元の構想を学習前に行うこと。 

第二は、学習に入ってから子どもが自らの見方や考え方を更新していく問題解決活動を支える支援について

明らかにすること。です。 

■実践成果：   

新指導要領が世に出て、数ヶ月がたちました。本文に子どものイメージという言葉も見られ井土ヶ谷モデル

が、社会的にも認知されてきていることが証明されました。子どものイメージ・表現は、自然の事物・現象と

科学的概念を繋ぐ働きをもち、読解力を育てるために必要な手段となります。今後は、子どもの思考をつぶさ

に分析し、子どもの思考パターンを把握することで、適切な指導法を明らかにしていきます。 

■実践ﾎﾟｲﾝﾄ：  

第１次 

食塩が「溶ける」事象をじっくりと観察する 

問題づくり 

事象との実感的な出合い 疑問や発見から問題へ 単元名の決定 

第２次 食塩が「溶ける」ときのきまりをみつけよう 

探究１ 

限界なく溶けるのか？ 温度を上げたら？ 水を増やした

ら？ 

重さは？ 

第３次 

ミョウバンが「溶ける」ときのきまりを 

食塩と比較しながらみつけよう 
探究 ２ 

食塩でみつけたきまりがミョウバンにも通用するのか？ 

温度のところが違う 

ホウ酸で「溶ける」のきまりを確かめよう 

第４次 まとめ 

食塩やミョウバンでみつけたきまりを使ってみよう 



 子どもの表現に潜む子どもの科学を読み取る教師の目・技術・知識が必要です。教師集団での共通認識を図

ることで、教師力を高めることが大切となってきます。 


